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Ⅳ．授業科目の評価基準 
１．進級・卒業評価基準について 

原則として、「Ⅷ.令和５年度生修得単位数」における単位が進級・卒業までに修得しなければならない単

位数とする。 
  単位の修得について不明な点がある場合は担当教員に相談すること。 
   
２．出席時数について 

科目別の出席率が２／３の学生を、当該科目の評価の対象者とする。 
  出席率の計算においては、標準授業時数、実施授業時数のいずれか多いほうを基準にする。 
   ・標準授業時数…単位の基準となる授業時数（座学授業・演習 １５時間～１単位） 
                        （学外実習    ３０時間～１単位） 
   ・実施授業時数…実際に行った授業時数 
 
３．定期試験の実施について 

（１）定期試験  
①前期末、後期末に実施。但し、学期の途中で終了する授業科目については、学期末以外の時期 
に実施する場合がある。 

②試験時間は、原則として６０分とし、時間割は別途提示する。 
③下記のいずれかの事項に該当する学生は、当該科目の評価を受ける事ができない。 

・科目別の出席率が２／３に満たない学生 
・授業料を所定の期日までに納入を完納していない学生 
・各科目の試験開始時間を１５分遅刻した場合 

（２）追試験 
①定期試験を下記の正当な理由により欠席した者に実施する。 

・公欠の取り扱いになる欠席～医師の診断書又はそれを証明するものが必要 
・交通事故・交通事情による欠席～交通機関の証明書や事故証明が必要 
・その他 

②追試験対象学生は、「追試験願い」及び必要な証明書等を職員室へ指定の期日までに提出すること。 
   ③受験料は免除。 
   ④指定期間内に手続きをしない場合は、追試験の受験を放棄したものとみなす。 
 
  （３）再試験 
  ①定期試験や追試験において合格点に満たない者に実施する。 
  ②再試験対象学生は、「受験願い」に記入し、１科目につき 2,000 円の受験料を職員室に所定の期日ま

でに納入する。 
   ③指定期間内に手続きをしない場合は、再試験の受験を放棄したものとみなす。 
   ④再試験が合格点に満たない者又は公欠の取り扱いになる欠席以外の欠席者には再々試験が実施される。 

手続きは再試験と同様とする。 
 
 （４）特別試験 

   ①学校長が特別に必要と認めた場合、特別試験を実施することがある。 
   ②特別試験に関しては、再々試験不合格者及び科目の出席率が２／３に満たない学生が補講を受け出席

率を満たした場合実施する試験であり、その判定評価については学校長と担当教員との判断のもと決

定する。 
   ③補講の対象になった学生は、「補講申込書」に記入し、実習は 1 コマ 2000 円、講義は 1 コマ 1300 円 

の受講料を職員室に所定の期日までに納入する。 
    指定期間内に手続きをしない場合、正当な理由なく補講を欠席した場合は、補講の受講を放棄したも 
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のとみなす。 
   ④特別試験決定後１科目につき１コマ 2.000 円の特別試験受験料を職員室に所定の期日まで納入する。 
 
４．受験心得 
  （１）特に許可された物以外はカバンの中に入れ、机の上は筆記用具のみ、机の中には一切物を入れない

こと。 
     インターネット機能付腕時計（アップルウォッチなど）の携帯は認められない。 
  （２）不正行為があった場合は即刻退場を命じる。また、当該科目の点数は０点不可となり、以降の試験

を受験することを認めない。 
 
５．授業科目評価について 

（１）評価方法・基準は①定期試験 ②小テスト・作品・技術力 ③レポート ④授業態度 ⑤出席率か

らなり、評価割合は講義概要に記載されています。 
（２）評価は５段階評価とし、各評価項目に対してのポイントの合計を下記に当てはめ成績とします。 

      Ａ  １００～９０ポイント 
      Ｂ   ８９～８０ポイント 
      Ｃ   ７９～７０ポイント 
      Ｄ   ６９～６０ポイント 
      Ｅ   ５９～  ポイント （単位未修得） 
  （３）再試験・特別試験合格者の評価はＤとなる。 
 
６．授業科目以外の教育活動について 

（１）学校行事、総合学習、研修が授業時間数として含まれる。 
（２）目標は、活動を通じてその後の学習意欲の向上へ繋げることや、平素と異なる 
   環境の中にあって見聞を深めることとする。 
（３）出席時数については、授業科目と同様にする。 
 

７．成績証明書について 
  （１）進級又は卒業時に成績証明書が保護者に向けて通知される。 
  （２）成績証明書は求人先に対する応募書類として選考対象となる。 
 
８．進級認定 
  進級は各学科の全科目を履修し、進級認定会議により決定される。 
 
９．卒業認定 
  （１）卒業は各学科の全科目を履修し、卒業認定会議により決定される。 
  （２）卒業時期は３月とする。 
 
１０．ライセンス受験 
   本校で定める所定の単位を修得した者または、修得見込み者が受験できる。 
   修得見込み者とは卒業年の３月末日までに単位を修得する見込みのある者が対象となる。 

 
１１．表彰 
  （１）学業に精勤し、成績、行動ともに優秀で、本校の学生として模範となる学生に対して、 

各ライセンスにおける優秀賞を授与する。 
  （２）その他、特に学校長が認めた場合には、特別表彰が行なわれる場合がある。 
  （３）表彰の方法 
     表彰は学校長が決定し、課程の終了時に賞状と賞品の授与と共におこなう。 
  （４）１年間遅刻、早退をせず、皆勤した者に皆勤賞が授与される。精勤賞はない。 


